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‭一般乗合旅客自動車運送事業の‬
‭上限運賃変更認可申請について‬

‭　小湊鐵道株式会社 (本社: 千葉県市原市・代表取締役社長: 石川晋平) では、令和6年‬

‭(2024年)11月29日、関東運輸局に一般乗合旅客自動車運送事業の上限運賃変更の認可申‬

‭請をいたしましたので、下記の通りお知らせいたします。日頃よりご利用のお客様におか‬

‭れましては、何卒ご理解賜りますよう、お願い申し上げます。‬

‭１，申請理由‬

‭当社の現行運賃は平成9年(1997年)3月19日認可(基準賃率36円70銭)を賜わり、同年4月1‬

‭日から実施してまいりました。以後現在に至るまで、2度の消費税率の改定に合わせた税率‬

‭分の転嫁した改定は実施いたしましたが、運賃の算定基準となる額(基準賃率)の見直しは‬

‭行ってきませんでした。この間、東京湾アクアラインの開通に合わせ、千葉県各地域の中心‬

‭となる市町と東京都・神奈川県・埼玉県・国際空港を結ぶ都市間高速バスの運行や、時流に‬

‭沿った運行計画の見直しを図るなど収益化、経営の合理化を進めてまいりましたが、現行の‬

‭基準賃率の認可時とは社会・世界情勢が大きく変わり、乗合バスの運行に係る様々な費用の‬

‭上昇が続き、また物流・運輸業界では慢性的なバス運転手の不足も大きく影響し、このまま‬

‭では安定的な乗合バスの運行もままならなくなります。当社全事業の収入のうち大きな割合‬

‭を占め、当社の要石ともいえる位置づけ・存在である乗合バス事業が安定的に継続すること‬

‭は、当社の今後の事業継続にあたり非常に重要な要素であると判断し、今般、運賃改定の認‬

‭可申請を行ったものでございます。何卒ご高察、ご理解を賜わりご認可下さるようお願い申‬

‭し上げます。‬

‭２，申請内容‬

‭1.‬ ‭申請日　2024年11月29日‬

‭2.‬ ‭改定予定日　2025年3月を予定‬



‭3.‬ ‭対象となる区間　一般路線バス全線‬

‭4.‬ ‭上限運賃の平均改定率‬

‭参考 運賃改定の内容‬

‭項目‬ ‭現行運賃‬
‭申請上限‬

‭運賃 ※1‬

‭実施運賃‬

‭※2 (予定)‬

‭初乗運賃‬
‭現金‬ ‭170‬ ‭190‬ ‭190‬

‭IC‬ ‭168‬ ‭190‬ ‭190‬

‭千葉市内‬

‭特殊区間‬

‭1区‬ ‭現金・IC‬ ‭210‬ ‭250‬ ‭240‬

‭2区‬ ‭現金・IC‬ ‭220‬ ‭260‬ ‭250‬

‭※1　申請上限運賃とは、一般乗合バス事業の経営に必要な原価に応じて算出されるバス事‬

‭業者が収受してもよいとされる運賃の上限額です。‬

‭※2　実施運賃とは、認可が得られた上限運賃の範囲内で実施する、実際にお客さまから収‬

‭受する運賃額です。なお、表中の実施運賃は申請時点での予定であり変更となる場合がござ‬

‭います。認可後、あらためてお知らせいたします。‬

‭３，収支状況および輸送人員‬

‭輸送人員‬

‭(単位: 千人)‬

‭経常損益‬

‭(単位: 千円)‬

‭実績年度 2022年度‬ ‭12,256‬ ‭▲227,824‬

‭平年度 2025年度‬ ‭運賃改定前‬ ‭13,130‬ ‭▲282,848‬

‭運賃改定後 ※3‬ ‭12,350‬ ‭▲27,949‬

‭※3　2024年度運賃改定後の輸送人員、収支状況は申請上限運賃での推計値となります。‬

‭４，経営改善に向けた今後の取り組み‬

‭当社ではこれまでの間、新型コロナウイルス感染症の拡大以降、流動的な乗客数・需要の変‬

‭化に合わせ、運行便数の見直しを実施し、使用車両の置き換え計画の見直しを図る、限りあ‬

‭る乗務員数で持続可能な運行計画の策定を行うなど経営の合理化を図ってまいりました。‬



‭今後も限りある乗務員数で、ご利用のお客様の需要に沿い、加えて効率的な運行を行えるよ‬

‭う路線・系統の見直しや再編を行うなど、引き続き経営改善に努めてまいります。‬

‭５，安全対策・サービスの向上に向けた今後の取り組み‬

‭お客様に安全にバスをご利用いただくために、乗務員への事故防止や接遇向上のための教育‬

‭をこれまで以上に充実させてまいります。また、乗務員が安全に乗務にあたれるよう、保健‬

‭師の採用・健康管理室を設置し、法定の年2回の健康診断の機会だけではなく、日頃より乗‬

‭務員の健康相談を実施、栄養面・運動面などの生活習慣改善指導を行っております。このほ‬

‭かストレスチェック診断を実施し、従業員のメンタルヘルスを数値で把握し運転士の過重労‬

‭働の未然の防止や、職場環境の改善に役立てております。その他、全乗務員を対象に脳MRI‬

‭検診並びに睡眠時無呼吸症候群の検査を実施し健康起因による事故防止に努めております。‬

‭サービス・利便性の向上の取り組みとしては、さらなる交通のバリアフリー化に向け、低床‬

‭バスの導入を進めてまいります。またそれと合わせ、一部エリアでご利用いただけていない‬

‭交通系ICカード決済の導入もしくは、それに代わる決済方法・スマートデバイスを用いた‬

‭定期券・乗車券の導入について検討を進めてまいります。‬

‭【会社概要】‬
‭　商　号：小湊鐵道株式会社‬
‭　代表者：代表取締役社長　石川晋平‬
‭　所在地：〒290-0054　千葉県市原市五井中央東１丁目１番２号‬
‭　設　立：大正６年５月１９日‬
‭　事　業：鉄道事業、旅客自動車運送業（乗合バス・観光バス）‬
‭　資本金：202,50万円‬
‭　営業キロ：鉄道（39.1km）、乗合バス（約1,597.194km）‬
‭　車両数：キハ200形11両(休車1両)、キハ40形5両、トロッコ客車4両、ディーゼル機関車1両‬
‭　　　　　乗合バス（261台）、貸切バス（26台）‬
‭　駅　数：鉄道（18駅）‬
‭　従業員：576人（嘱託、出向含む）‬
‭　U　R　L：https://www.kominato.co.jp/‬

‭【問い合わせ】‬
‭　小湊鐵道株式会社　モビリティ事業推進部　０４３－２６１－５１４１‬


